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4. 笠岡諸島の魅力（環境・食べ物など・文化）

5. 笠岡諸島の現状

6. 笠岡諸島のビジョン・課題

笠岡諸島データ（2021.7.1時点）

人 口：1,467人

高齢化率：72.5％

笠岡市全体（2021.7.1時点）

人 口：46,080人

高齢化率：37.5％
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２．笠岡諸島の概要

【笠岡諸島】

岡山県の南西端の笠岡市沖にあり、大小31の島々で構成。その内の高島、白石島、北木島、真鍋島、大飛島、小飛島、六島の７島が有人島であ
る。

【アクセス】

各島へは、住吉港から運航している旅客船で行くことができ、白石島と北木島へは伏越港からフェリーも運航している。

笠岡諸島データ（2022.9.1時点）

人 口：1,361人

高齢化率：74.4％
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２．笠岡諸島の概要



３．笠岡市の概要

戦前までの主力産業は花卉を含む農業と島嶼部の採石業。戦後は備後工業整
備特別地域として、市内には日本鋼管福山製鉄所（JFEスチール）が誘致され、
福山市などと共に工業化が進んだ。また新たに造成された広大な笠岡湾干拓地で
は酪農を含めた農業が発展している。

山陽新幹線、山陽本線、山陽自動車道、国道2号線といった中国地方の主要な
物流、交通の大動脈が市内を東西に縦貫している。

【人 口】 45,133人

【高齢化率】 38.2％

※2022.9.1時点



４．笠岡諸島の魅力 〈環 境〉
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４．笠岡諸島の魅力 〈食べ物など〉

北木島の天然灰干し 「魚々干し」 六島の六島浜醸造所によるクラフトビール



４．笠岡諸島の魅力 〈食べ物など〉

北木島 勇和水産の牡蠣 六島 天然ひじき



４．笠岡諸島の魅力 〈文 化〉

真鍋島 走り神輿 六島 大鳥神社の神輿行事



４．笠岡諸島の魅力 〈文 化〉

北木島 「石切唄」 白石島 「白石踊」 ※国指定の重要無形民俗文化財



５．笠岡諸島の現状

〇少子高齢化による事業・地域活動の担い手不足

〇民間事業者の撤退によるサービスの減少

（移動手段、買い物先・手段）

〇島間の連携・交流機会の減少

〇空家・空工場の増加



６．笠岡諸島のビジョン・課題

ビジョン

「島で生まれ 島で育った人たちが 島で住み続けられる」

いつまでもそんな笠岡諸島であり続けたい



６．笠岡諸島のビジョン・課題

課 題

〇空き家・空き工場の利活用の推進

〇コミュニティの創出・紡ぎなおしに繋がる雇用の創出



６．笠岡諸島のビジョン・課題

〇空き家・空き工場の利活用の推進

北木島はかつて石の加工場として使わ
れていた工場群が、空工場となっている。



６．笠岡諸島のビジョン・課題

〇空き家・空き工場の利活用の推進

徒歩数分で海、といった空家も多く存在する。



６．笠岡諸島のビジョン・課題

雇用の創出により、島内外より人が集い生活する場を創出し、暮らしの支え合いの維持や、
民間事業者のサービスの継続などに繋げたい。

〇コミュニティの創出・紡ぎなおしに繋がる雇用の創出

島でのお餅つき 島の特産品開発



「島で暮らし続ける」をあきらめないために

私たちと一緒に仕組み作りに挑戦して下さる人を待っています！


